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実瑚引
のガ⑧338命mwの教育回以

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

の
ホ
ー

ム
パ
ー

ジ
で
「
宿
回」
を
ク

リ
ッ

ク
す
る
と、
画
面
に
問

題
が
出
て
く

る。

A
ベ
ク
ト
ル
（0・
hF）

と
（N・
伊）
が
平
行
に
な

る
a

の
伯
を
求
め
よV 。
米

国・
マ
サ
チュ
ー

セ
ッ
ツ
エ

料
大

学・（
M
I
T）

の
線
形

代
数
の
宿
魁
だ 。
1

間
目
か

ら
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
る。

M
I
T
は
昨
年
9

月、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

で
全
世
界
に

腿
載
内
容
を
流
し
始
め
た 。

パ
ー

ジ
を
聞
け
れ
ばパ ー
だ

単
位
互
換
を
す

る
た
め、

母校
を
休学
し
な
く
ても
す

む 。
留
学
先

の
大

学
に
残っ

て
卒
業
す

る
こ
と

も
可
能

だ 。
「
い
ず
れ
は
1

年
ご
と

に、
選
う
国

の
大

学
で
学べ

る
よ
う
に
な

る」
と
耶
務
局

担
当
者
は
雷
う 。

目、
米、
抑
国
な
ど
お
カ

国
に
よ

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
交
流
機
構
（
U
M
A

P）

開放へ

34面に関係記事

欧
州

で
は、
各
国

の
大

学

れ
で
も
閲
覧

で
き
る。
附
畿一
聞

の
学
生
交
流
を
促
す
「
エ

ノ
l
ト、
授
撲

で
使
う
文
献
ラ
ス
ム
ス
計
画」
が
進
む 。

か
ら
試験
問題
と
解
答
ま

で

全
部
無料 。
m
年
か
け
て
約

2
平
耕自
在
公
開す

る。

全
世
界
に
大

き
な
反幽習
を

巷
き
起
こ
し
た 。
大

学
に
2

カ
月

で
届
い
た
メ
1

ル
は
4

千
通 。

称賛
が
7

制
を
超
え

る 。
日
本か
ら

の
ア
ク
セ
ス

件数
は
世
界
8

位
だ 。

国
境
が
消
え、
自
国
に
い

欧
州
連
合
が
音
頭
を
と

る。
前
年
に
ロ
カ
国
か
ら
始

ま
り、
現
在
は
釦
カ
国
が
歩

加 。
昨
秋
に
は
間学
生
が
累

計
1
0
0

万
人
を
越
え
た 。

の
中

嶋徹雄・
前
東京
外
国

語
大

学
長
は、
加
問
国
が
大

学
の
市
場
価仰
を
高
め

る
た

め、
質の
高
い
留学
生
を一

人
で
も
多
く
受
け
入
れ
よ
う

と
し
て
い

る
の
に
衝
躍
を
受

貯
た 。
「

も
は
や

民・X化
交

流
と
い
う
よ
う
な
悠
怯な
こ

と
は
雷
つ

て
は
い
ら
れ
な

日
本

の
大

学
の
動

きも
出

ず、
文
部
和

学
省
は
「
大

学」
と
惚
め
て
い
な
い。
そ

れ
が
外
国
に
は
「
閉鎖
的」

と
映

る。

経
済
協
力
開
発
機構
（
O

大
学
の
質
を
保証
す

る
た

E
C
D）
加
盟
国

で、
少
な
め、
国
述
教

育和学
文
化
機

く
と

も
約
4

兆
円
と
蹴
訴
さ
閲
（
ユ
ネ
ス
コ）
は
フ
ォ
l

れ
る
高
等
教
育
サ
ー

ビ
ス
ラ
ム
を
股
け、
国
際
的
な
品

は、
い
ま
や
貿易
交
渉

の
テ
質
保
粧

の
枠
組
み
と、
高
等

1
マ
に
なっ
て
い

る。

教
育

の
供
給
者

の
倫
理
規・

世
界
貿
易
機
関
（
W
T
定
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

O）
の
交
渉

の
場

で
加
盟
国

る。

が
自
由
化
要
求
を
出
し
合つ

ジョ
ン・
ダニ
エ
ル
耶
務

た
と
こ
ろ、
米、
謀、
中
国
局
長
補
は
雷
う 。
「
サ
1

ピ

な
ど
8

カ
国
が
日
本に
「
制
ス
を
受
け
入
れ

る
国
は、

学

限
な
し

の
自
由
化」
を
求
め
生
が
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に・

て
き
た 。．
．

 

注
意
を
払
う
出勤
務
が
あ

る。

日
本に
は
米
国
大

学
の
分
輸
入
車

の
車
輸
が
転
が
り
落

校
が
あ

る
が、
大
半
は、
土
ち
な
い
か、
品
質
を
チエ
ツ

地
や
施
股、
教
民
数
な
ど
が
ク
す

る
よ
う
に 。
大
切
な

の

昭
可器
削

苧世九
し
て
お
ら
は
消
印
者

で
あ

る
学
生

の
保

段、
日
本入

学
生
に
は
必
ず
成
忠
男
総
長
は
「
日
本

の
顕

1
年

間留学さ
せ

る。

ょ
を
飛び
越
さ
れ
た」

。

中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な

・ ．4

ど
に
進
出
し、
現
地

の
大
学

と
の
共
同
研
兜
や
日
本
語
教

育も
部
備す
る。
ア
ジ
ア
各

地
か
ら
飽秀
な

学
生
を
保
め

る
た
め

の
「
布
石」
だ 。

法
政
大
は
中
国

の
大

学
と

提携
し、
中
圏
内

で
も、
イ

ン
タ
ー

ネッ
ト
教
育

で
法
政

押
し

寄
せ
る
波

も
発
足
し、
5

年
前、

東京

に
国
際
事
務
局
が
置
か
れ

た 。
単
位
互
換
は
動
き
出
し

た
ば
か
り
だ 。

U
M
A
P
国

際事務総
長

て
い

る。
早
稲
田
大
は
海
外
大

の
学
位
を
と
れ

る
よ
う
に

へ
の
留学
生
を
凹
年
度
ま

で
で
き
な
い
か
調
査
し
た 。
し 、

に
年
間1
平
人
に
増
や
す
針
か
し、
す

で
に
米
国

の
い
く

画
を
立
てた 。 ．
例
年
春
に
は
つ

も
の
大

学
が
手
を
結
び、

「
国
際
教
政

学
部」
を
新

学
位
を
授与
し
て
い
た 。
消

磁
だ」日

本
国
内

で
は、
国
立
大

の
法
人
化
が
予定
さ
れ、
生

き
残
り
競
争

も
激
佑
す

る。

研
兜
面

で
も
教
育
面

で
も
外

国
の
大
学と

の
境
界
は
消
え

つ
つ
あ

る。
よ
り
聞
か
れ

た、
力

の
あ

る
大

学へ
の
模

演
が
税く 。

（
お
わ
り）

。

「
転
機

の
教
育」

の
次

の

シ
リ

ー
ズ
は
春、・
「
教師」

を
取
りよ
げ
ま
す 。
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